
    

 

 

終戦の翌年、１９４６年１１月３日に日本国憲法が公布されました。それから７６年。世界に類を見ないこの平和憲法の

おかげで、これまで日本が直接戦争に巻き込まれることはありませんでした。 

しかし今、ロシアによるウクライナ侵略が続く中、この危機に乗じて「核共有」や「敵基地攻撃能力の保有」の議論を迫

る勢力があります。先日の参議院議員選挙では、改憲勢力が発議に必要な 2/3 を占めました。岸田首相は「発議できる案

をまとめる努力に集中したい」と発言。自民党の茂木幹事長も「できるだけ早いタイミングに」と。 

いよいよ、待ったなしの状況です。改憲勢力は、憲法９条の改憲で、日本をどんな国にしようとしているのでしょうか。 

第２回埼教組憲法闘争大学習会では、前川喜平さんをお招きします。私たち教職員は、職場でどんなことをしていけばい

いのでしょうか。みんなで考え合いましょう。 

 

◎日時 ２０２２年 11月 3日（木・祝）１０時～１２時 

◎会場 埼玉教育会館２階 

◎講師 前川 喜平さん 

◎テーマ 「憲法と教育」 

 

＊ 組合員以外の方は、QRコードから事前申込をお願いします。 

＊ コロナ感染対策を講じます。マスク着用をお願いします。体調の悪いとき

は参加を見合わせてください。 

連絡先：埼玉県教職員組合 電話 ０４８－８２４－２５１１ 

 

 元文部科学事務次官 

 現代教育行政研究会 代表 

 自主夜間中学スタッフとしても活動 

 著書 「面従腹背」（毎日新聞出版/2018）など。 

第２回 


